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　巻頭言　Foreword

カーボンニュートラル社会に向けた燃料電池の
今後の役割について
The Future Role of Fuel Cells Towards a Carbon-
Neutral Society

一般社団法人　日本ガス協会　常務理事
井上　雅之

Masayuki Inoue
Managing Director, The Japan Gas Association

　2020 年以降の温室効果ガス排出削減等のための新たな国際枠組みとしてパリ協定が採択され、日本でも、

2020 年 10 月に「2050 年にカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」という方針が示された。これ

を受け、日本ガス協会では、都市ガス業界の姿勢を明確にすべく、2020 年 11 月に「カーボンニュートラルチャ

レンジ 2050」、2021 年6月には「アクションプラン」を公表した。これまでも都市ガス業界は、天然ガス転換

や省エネ性能の向上などにより、温室効果ガスの削減等、地球温暖化対策に精力的に取り組んできたが、そう

した取り組みをより一層深化・加速させるとともに、脱炭素社会の実現に向けたチャレンジを続けている。

　チャレンジの一つとして、ガス自体を脱炭素化させるメタネーション技術の確立・普及がある。工場等から

排出される CO2 と水素からサバティエ反応等により、都市ガス原料の主成分であるメタンを人工的に合成させ

るメタネーションは、回収した CO2 を原料としてリサイクルしているため、製造される合成メタン（e-methane）

は燃焼時に実質的に大気中の CO2 を増加させないカーボンニュートラルなエネルギーである。

　現在、e-methane を 2030 年に1％導入するという目標達成に向け、メタネーション設備のスケールアップやコ

スト低減の課題に取り組んでいるが、広く社会に浸透するまでにはある程度の時間を要すると見込まれる。この

ため、まずは石炭・石油等、他の化石燃料から天然ガスへの燃料転換を進め、同時に省エネ・高効率機器の導入

を促進することで CO2 削減を推進する。その後天然ガスを e-methane に転換すれば、既存都市ガスインフラの

活用により社会コストを抑制しつつ、カーボンニュートラルエネルギーにシームレスに移行することが可能である。

　この省エネ・高効率機器の筆頭が燃料電池である。排熱利用が可能でエネルギー効率に優れた燃料電池は、

家庭用分野では、累計販売台数 50 万台を達成した「エネファーム」の更なる普及を促進する。一方業務・産業

用分野では、排熱利用可能な燃料電池コージェネレーションに加え、熱利用の少ないオフィスビル等向けにお

いても、高効率モノジェネレーション燃料電池の普及拡大によりカーボンニュートラル社会の実現に向けた道

筋となり得る。また燃料電池の普及拡大は、将来の電力需要の増加が見込まれる中で、電力系統の負荷軽減に

寄与する。さらには、災害の激甚化にともなう停電発生時のレジリエンス強化にも貢献できる。

　こうした社会的貢献を果たす燃料電池のさらなる普及拡大のため、都市ガス業界は関連メーカーさまと協力

し、高効率化、サイズダウン、施工性向上、コスト低減を目指した継続的な研究開発を行っている。そして、

燃料電池の研究開発から派生した技術は、将来の水素製造やメタネーションに関わる SOEC、PEM、各種触媒

技術などの多くの分野で活用されている。このため、継続的な燃料電池の研究開発で得られた知見やノウハウ

の蓄積は、将来のカーボンニュートラル社会実現の重要な礎になると考えている。
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